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R３(２０2１）.２.１７（火）14：00～
狛江市体験学習部会市民講座

＠Zoom

吉田和夫
狛江市在住67年の狛江市民

一般社団法人 教育デザイン研究所（代表理事）
玉川大学 教師教育リサーチセンター（客員教授）
日本大学 文理学部教育学科（非常勤講師）
東京都・狛江市 地域学校協働活動推進員

（狛江市統括コーディネーター）
一般社団法人 DAC未来サポート文化事業団（理事）

新学習指導要領説明会
～何がどう変わったのか～

子どもたちのために知っておきたいことは？
学校教育に関心のある皆様
学習支援ボランティアの皆様



自己紹介
• 狛江市在住歴 約67年（生まれてからほぼずっと狛江市民）

• 狛江第二（緑野）小学校から都立世田谷工業高校付属中・高校へ

• 大学（心理学・哲学・国語学）で千葉県教員採用試験に合格・採用

• 千葉県茂原市・船橋市の中学校で国語科・英語科教員（8年）

• 東京都採用試験に合格し、調布市・稲城市で国語科教員（13年）

• 上越教育大学大学院派遣研修 米国母語教育（英語）を研究し「言
語教育行為の可能性」で修士号取得（中高国語専修免許取得）

• 品川区及び東京都教育委員会で指導主事（7年）教育改革と研修

• 杉並区で副校長・八王子市・新宿区で校長（9年） CSの実践研究

• 町田で 玉川大学客員教授・同市社会教育委員の会議長（生涯学
習審議会会長） その他 都内学校の研究・研修の講師 全国講演



どうなる日本！急激に進む日本の高齢化率



どうなる日本！生産年齢の見直し？
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世界の人口と日本の人口

5
（データ元：統計局ホームページ） http://haitoudori.com/category10/entry96.html

http://haitoudori.com/category10/entry96.html


どうなる日本！グローバル化の進展

外国人との関係の変化 雇用・生活・文化

教育活動や内容の変化 英語の必修化

日本語教育の最前線 日本語文化の両義性
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AIとシンギュラリティ(技術的特異点)
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AIにより仕事が変化する！
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非認知的能力の重視
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新しい学力
振り返り学習
自己評価力
自己肯定感
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組織や知の在り方 変容と対応

• 一斉授業・講義型
授業・伝達型講習
の限界

• SNS（Social 

Networking 

Service ）的効果

★ 知識の一方向的伝達から、
課題解決に向けて、相互交流的な活動により
「最適解」の発見・獲得へ（アクティブ・ラーニング）

これまでの
教育

これからの教育



ネットワークに埋め込まれた「学び」
• 学びの場の多元化（学校だけではない学び）

• 依拠集団の複数化（クラス集団だけではない居場所）

• 学びの多様化（様々なメディアによる学び）

• 学びの自律化（自分としての学びの生成）
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現在更新中の学習指導要領

★ 主体的な学び・対話的な学び・深い学び の相互依存性
★ 主体的に学習に取り組む態度・思考判断表現・知識・技能という観点
★ 「社会に開かれた教育課程」 学校と社会との連携・協働
★ 考え議論する道徳（特別の教科道徳）
★ 小学校における英語科 プログラミング学習
★ 高等学校における「総合的な軟球の時間」（「総合的学習」における課題
探究活動の明確化）
★ コミュニティ・スクール（学校運営協議会のある学校づくり）

新学習指導要領
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/index.htm

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1383986.htm#section3

https://www.youtube.com/watch?v=wc8VdrwOMBs&ab_channel=%E6%96%87%E9%83%A8%E7%A7%91%E5%AD

%A6%E7%9C%81%2Fmextchannel

https://www.youtube.com/watch?v=wc8VdrwOMBs&ab_channel=%E6%96%87%E9%83%A8%E7%A7%91%E5%AD%A6%E7%9C%81%2Fmextchannel
https://www.sky-school-ict.net/shidoyoryo/170804/image/img04_l.png
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html
https://www.youtube.com/user/mextchannel
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/index.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1383986.htm#section3
https://www.youtube.com/watch?v=wc8VdrwOMBs&ab_channel=%E6%96%87%E9%83%A8%E7%A7%91%E5%AD%A6%E7%9C%81%2Fmextchannel


歴史的総括としての変遷

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%A6%E7%BF%92%E6%8C%87%E5%B0%8E%E8%A6%81%E9%A0%98#1951%E5%B9%B4%EF%BC%88%E6%98%AD%E5%92%8C26%E5%B9%B4%EF%BC%89-
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/02/18/1304360_001.pdf


学習指導要領の変遷
振り子型能力観への対応（系統主義と経験主義）

• 学習指導要領の変遷
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%86%E3%81%A8%E3%82%8A%E6%95%99%E8%82%B2

• ゆとり教育
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%86%E3%81%A8%E3%82%8A%E6%95%99%E8%82%B2

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%A6%E7%BF%92%E6%8C%87%E5%B0%8E%E8%A6%81%E9%A0%98
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%86%E3%81%A8%E3%82%8A%E6%95%99%E8%82%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%86%E3%81%A8%E3%82%8A%E6%95%99%E8%82%B2#%E3%82%86%E3%81%A8%E3%82%8A%E6%95%99%E8%82%B2%E3%81%AE%E7%B5%8C%E7%B7%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%86%E3%81%A8%E3%82%8A%E6%95%99%E8%82%B2
https://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/opencourses/pf/4Block/11/11-hajimeni.html


近年の学習指導要領の変遷
毎日新聞・記者の記録より

https://mainichi.jp/articles/20181120/ddm/010/040/003000c

1998年 「基礎・基本を確実

に」「自ら学び自ら考える力な
どの生きる力」

2003年 確かな学力（一部改
訂）

2008年 「生きる力」「知識・技

能の習得と思考力・判断力・表
現力等の育成のバランス」 ゆ
とりでも詰め込みでもない「生き
る力」

2015年 道徳の特別教科化
（一部改訂）

2017年 「社会に開かれた教

育課程」「主体的・対話的で深
い学び」（アクティブ・ラーニン
グ）

https://mainichi.jp/articles/20181120/ddm/010/040/003000c
https://teachforjapan.org/entry/column/2020/03/05/gakusyu-shidoyouryou-compact/
https://teachforjapan.org/


新学習指導要領の背景
「社会人基礎力」 社会人基礎力1.0（2006年 経済産業省

2006年 経済産業省
３つの能力・12 の要素

これが、次期学習指導要領
の原点

新しい能力観・学力観の根底
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1.前に踏み出す力
（アクション）

①主体性 物事に進んで取り組む力

②働きかけ力 他人に働きかけ巻き込む力

③実行力 目的を設定し確実に行動する力

2.考え抜く力
（シンキング）

④課題発見力 現状を分析し目的や課題を明らかにする
力

⑤計画力 課題の解決に向けたプロセスを明らかにし
準備する力

⑥創造力 新しい価値を生み出す力

3.チームで
働く力

（チームワーク）

⑦発信力 自分の意見をわかりやすく伝える力

⑧傾聴力 相手の意見を丁寧に聴く力

⑨柔軟性 意見の違いや立場の違いを理解する力

⑩情況把握力 自分と周囲の人々と物事との関係性を理解する力

⑪規律性 社会のルールや人との約束を守る力

⑫ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛ-ﾙ力 ストレスの発生源に対応する力
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ライフ・マネジメント力の育成

将来へ
の道筋

学習
成果

生活と
心構え

夢の達成
自己実現

★先生とともに楽しい授業を創る
（創意・工夫・改善でより良い授業を）
・授業は先生と生徒で創るもの
・良い学習集団は良い成績をもたらす
・ 生徒←→先生の関係を良くする
・ 皆で面白さを見つけ、それを高める
・ 信頼と敬意のある学習の場にする
（授業でも「あじみそ・マモル」を）
・ 学ぶことへの敬意 ・先生から学ぶ気持ち
・ よく考え、自分の意見をもち、表現する
・ 話し合い、教えあいながら学習する
・ 粘り強く・丁寧に・継続して学習する

★学ぼうとする姿勢をもつ
（学習を楽しみ実力をつける。）
・ 学習目標を具体的に決める。
（いつまでに何を目指すか）
・ 計画を立て、それを実行する。
（意志を強くもち、あきらめずに努力する）
・ 結果を振り返り、次に備える。
（反省・評価・次の準備）
・ 授業を大切にする
・ ・学習習慣を罪につける
（宿題・予習・復習）
・ 予習は分からないことを知ること
・ 復習は学習を振り返ること

★自分の夢・未来への展望・将来への思いをもつ
・どうすればなれるか ・どのように実現できるか
・何が必要か ・資格や条件は何か
・そのために何が必要か ・どのような過程か
・とりあえず、今何をするか ・次に何をするか
・その後はどうするのか

※学習と結びつく学校生活 （心と体の健康 楽しく・明るく・安全・安心な学校生活)
・人の話をきちんと聞く(相手を大切にする お互いに話し合える 話して良かったと思える）
・授業のルールを守る（チャイム着席・忘れ物をしない・授業を妨害しない・宿題をする）
・学校生活のルール・授業のマナー・一人ひとりのモラル（心がけ・心構え）を大事にする
・「学びの場」にふさわしい身だしなみ（服装・髪型）しぐさ（姿勢・相手意識・態度）
言葉づかい（場と相手に応じた敬語） （学習の場の緊張感）（学習集団の雰囲気の向上）

進路

学習生活



SDGｓと教育の質

20

対象としてのSDGs 課題解決型学習
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https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/


新しい学力（観）・評価（観）の理解が必要！

• 学習指導要領の求める方向性とその対応

• 新しい時代の資質・能力は①知識及び技
能、②思考力・判断力・表現力等、③学び
に向かう力・人間性等

• 自ら主体的に生きる力

• 批判・批評的に吟味する力

• 自己認識力、自己評価力

• 自己肯定感・他者理解と共感

• 想像力と創造力

• コミュニケーション力

• 評価の観点 すべての教
科等の観点が統一

【求める力の明確化】

• 知識・技能

⇐知識・理解／技能

• 思考・判断・表現

⇐各教科で異なる観点

• 主体的に学習に取り組む
態度

⇐関心・意欲・態度

※ 似ているようで異なる
22
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主体的・対話的で深い学びのために
【主体的な学び】 「関心・意欲・態度」との違い
学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連づけなが
ら、見通しを持って粘り強く取組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる

学び（学びの調整）が「主体的な学び｣として実現できているか。

【対話的な学び】 単なる「話し合い活動」ではない

子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考
えること等を通じ、自らの考えを広げ深める ｢対話的な学び｣が実現できてい
るか。

【深い学び】学習（知識・技能・思考・判断・表現）をより深める
習得･活用･探究という学びの過程の中で、教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせ
ながら、知識を関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見
いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」が実
現できているか。思考･判断・表現を通し、学習内容の深い理解につなげる「学び」の実現。24



「主体的・対話的で深い学び」の関係

25

深い学び

主体的な
学び

対話的な
学び

自己目標設定
自己評価力
自己肯定感

「振り返り」（Reflection）が生む
相互補完的・合目的的・立体的な構造による学び
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国立教育政策研究所「学習評価の在り方ハンドブック」
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/gakushuhyouka_

R010613-01.pdf より

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/gakushuhyouka_R010613-01.pdf
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http://www.pref.kanagawa.jp/documents/16669/101monkashokokugo.pdf

http://www.pref.kanagawa.jp/documents/16669/101monkashokokugo.pdf


感性

思い
やり
など

国語科における評価の基本構造
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評価（評価規準）

個人内

評価

知識及び
技能

思考力・
判断力・
表現力等

学びに向かう力、人間性等

（１）言葉の特徴や使い方
（２）話や文章に含まれている情報の扱い方
（３）我が国の言語文化

A 話すこと・聞くこと
B 書くこと
C 読むこと

新学習指導要領 ２ 内容

新学習指導要領 １ 目標（３）

知識・技能
～している

思考・判
断・表現
～している

主体的に学習
に取り組む態度
～しようとしている

領域名で



「知識・技能」の評価

29



知識・技能と思考・判断・表現の評価
評価規準 ～している（学習行為で判断）

30

知識・技能
メタ認知



「思考・判断・表現」の評価
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思考・判断・表現の評価
評価規準 ～している（学習行為で判断）

32



主体的に学習に取り組む態度の評価
評価規準 ～している ～しようとしている

33



「主体的に学習に取り組む態度」の評価

34



「知識・技能」「思考・判断・表現」「主
体的に学習に取り組む態度」の関係

35

知識・技能

主体的に学
習に取り組
む態度

思考・判断・
表現

学習目標設定
自己評価力
学習調整力

「学習目標設定」と「振り返り」（Reflection）が促す
自主的・自律的・主体的な学び
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知識・技能

（受容・概念化）

コンピテンシー

思考力・

判断力・

表現力

学びに向かう力・
人間性

学習力・人間力

認識（感性・理性）の中核としての言語

・ 言語の価値・意義・機能の理解

・ 言語の特徴や規範の理解と使い分け
・ 話す・聞く・話し合う・書く・読む ５技能の習得
・ 言語の使い方や活用の仕方の理解と習熟
（話し方・聞き方・話し合い方・書き方・読み方 表現の工夫）

・ 言語文化・歴史的・社会的背景・コンテンツ（内容）の理解

・情報を多面的・多角的・多重的に理解し、精査・構造化する力

・ 構成・内容・表現形式を吟味し評価する力
・ 言語を通して相手の感情や感性、理論や論理を把握し、自己の

認識に生かし、より豊かにする力
・ 自己の認識（感情・思い・意見）を言語化する力
・ 言語を通して伝えあい、理解し合う力
・ 言語により自己を理解し、考えを形成し、より深める力・ 言語で課題や困難を克服し、言語を通

して社会や文化を創造しようとする力
・ 言語を通して自己の認識（ものの見方

や考え方）を広げ深めようとする態度
・ 言語を通して他者や社会と関り、自己

を表現し、他者を理解し尊重しようと
する態度

言語を理解し、活用することで、自己の認識
を広げ、人生を豊かにするとともに、社会と
文化の発展に寄与する。



自律と意思の学習（する学習・し合う学習）へ
活動的学習

静的学習

他律型学習 自律型学習

表
現
的

理
解
的

させる学習 する学習・し合う学習

他律型－活動的学習

指導者の意図に従って活動
（対話・協働など）を通して学ぶ

自律型ー活動的学習
学習者の主体的意思に基づ
き活動（対話・協働など）を通
して学ぶ 能動的学習
「為すことにより学ぶ」

他律型－静的学習

指導者の意図に従って、そ
の意図に沿って学ぶ

教師が聞かせる・書かせる・
解かせるような学習

自律型－静的学習

指導者と意図を共有し、学
習者も内的動機を伴って学
ぶ 課題に関心を持ち、自
主的・探求的に聞いたり、読
んだりする学習

例 読書 英語
プログラミング

例 読書活動 英語活動
プログラミング学習

37



Ａ
応用的学習

基礎的学習

確かめる学習 深める学習

表
現
的

理
解
的

基礎・確認・共有的な学び 活用的・発展的・探究的な学び

Ⅲ層 「転」の学び
伝・教の学び
（伝え合う・教え合う）
面から立体へ

発表・討議・協議・共有

Ⅰ層 「起」の学び
知の学び
（知る・つかむ）
点から線へ

事実・状況・概要把握

Ⅱ層 「承」の学び
理の学び
（分かる・考える）
線から面へ

分析・総合・関連・変化

Ⅳ層 「結」の学び
創・探の学び
（創り出す・生み出す）
立体から現実世界へ

創造・創作・探究・開発

Ｂ
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社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
方
向

創造
制作
実践
👆👇

発展
応用
活用
👆👇

技能
技術
技
👆👇

知恵
理解
知識



① 体験から感じ取ったことを表現する
（例） ・ 日常生活や体験的な学習活動の中で感じ取ったことを言葉や歌、絵、身体などを用いて表現する

② 事実を正確に理解し伝達する
（例） ・ 身近な動植物の観察や地域の公共施設等の見学の結果を記述・報告する

③ 概念・法則・意図などを解釈し、説明したり活用したりする
（例） ・ 需要、供給などの概念で価格の変動をとらえて生産活動や消費活動に生かす

・ 衣食住や健康・安全に関する知識を活用して自分の生活を管理する

④ 情報を分析・評価し、論述する
（例） ・ 学習や生活上の課題について、事柄を比較する、分類する、関連付けるなど考えるための技法を活用し、

課題を整理する
・ 文章や資料を読んだ上で、自分の知識や経験に照らし合わせて、自分なりの考えをまとめて、Ａ４・１枚
（１０００字程度）といった所与の条件の中で表現する
・ 自然事象や社会的事象に関する様々な情報や意見をグラフや図表などから読み取ったり、これらを用いて
分かりやすく表現したりする
・ 自国や他国の歴史・文化・社会などについて調べ、分析したことを論述する

⑤ 課題について、構想を立て実践し、評価・改善する
（例） ・ 理科の調査研究において、仮説を立てて、観察・実験を行い、その結果を整理し、考察し、まとめ、表現した

り改善したりする
・ 芸術表現やものづくり等において、構想を練り、創作活動を行い、その結果を評価し、工夫・改善する

⑥ 互いの考えを伝え合い、自らの考えや集団の考えを発展させる
（例） ・ 予想や仮説の検証方法を考察する場面で、予想や仮説と検証方法を討論しながら考えを深め合う

・ 将来の予測に関する問題などにおいて、問答やディベートの形式を用いて議論を深め、より高次の解決策に
至る経験をさせる

発
達
の
段
階
に
応
じ
た
レ
ベ
ル
を
踏
ま
え
た
指
導

汎用的能力をはぐくむ具体的なステップの明確化
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「学習指導要領解説 総合的な学習の時間編」から

■ 日常生活や社
会に目を向け，
生徒が自ら課題
を設定する

■ 探究の過程を経由する。
① 課題の設定
② 情報の収集
③ 整理・分析
④ まとめ・表現

■ 自らの考えや課
題が新たに更新さ
れ，探究の過程が
繰り返される

（参考）総合的な学習の時間における

探究的な学習における児童・生徒の学習の姿

40
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Practice

実践

Design

デザイン

生徒の「学び」の力を高める学びのデザインとマネジ
メント・サイクルの活用

指導から「学び」へ このマネジメント・サイクルを生徒の「学び」に活かす

Vision
Passion・Energy
理念・見通し
ゴールイメージ

Research
実態把握

Aim 
目標・意図
ねらい

Plan 
企画・計画
方策・手だて

Investigation
調査・観察
聞き取り

Do
教育実践Check

研究・評価・
達成度確認

Action
教育実践
の更新

Presentation
発表・報告・広報

Reflection
Evaluation

振り返り・評価

「何ができたか」
を積み上げ、

主体的な学びを導く
授業デザインと
授業マネジメント

Study
Improvement
（Spiral）
改善・更新
創意・工夫



生徒の「学び」を育むカリキュラム・デザイン
とカリキュラム・マネジメント（学習者）

42

ねらい：何ができるようになれば良
いか
自己の目的に基づく目標設定

振り返り：何が分かり、何が
でき、何が身についたか
成果 コンピテンシー重視

何を学びたいか・何が必要か
（内容・課題・見通し）

学習指導要領の指導内容・指導事項
を踏まえ、学習内容と学習事項を理解
（シラバスに基づく見通しとその確認・評価）

どのように学ぶか どう学ぶか
（計画・実践・評価・方法確認・実践改善）

学びのサイクルの確立
主体的・対話的・深い学びの自覚

環境：実施するために何が必要か （学校・家庭・地域の支援 相互理解・協働・共生）

教育諸条件の整備 教育格差の是正 ICTの活用と条件整備
コンピュータによる学習や学校・保護者・地域（公共施設等）の学習支援

自己の能力・可能性をどのように高めるか 指導者の活用
（自己の発達特性や傾向の理解と必要な支援の自覚と要請
質問の必要性と重要性 回答による自分の考えの深化
・配慮を必要とする場合の依頼や支援の要請
バリアフリーやユニバーサルデザインの発想）



「主体的に学習に取り組む態度」を促す評価

① 思考・判断・表現の評価（B問題系 点数化）

知識・理解・技能及びそれを活用した課題探究型学びの評価 脱・正解の評価

② パフォーマンス評価（結果 アウトカム）
実際の作品・発表・演技などの質を段階で評価（A～Ｄ等)

③ ルーブリック Rubric 評価
例 A（優秀）・B（合格 評価規準）・C（不十分）・D（評価不可）

＋－等 12段階の評価が可能（点数化ではなく段階）

どのような状態か学習者に基準（Standard）を示す

④ ポートフォリオ Portfolio 評価（プロセス）
学習活動の過程や途中成果の記録や作品を集積

目標や基準の確認・集積と選択・振り返りと確認・検討
43

何ができればよ
いのか、基準を
明確に示す

能力ではなく活
動の成果を見通
し、到達させるよ
うに働きかける
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ルーブリック評価指標
（基準 Standard）の作成 例

45

観点（例） 内容 A（優良）＋－ B（規準）＋－ C（不十分）＋－ D（評定不可）

問題の把握 教科書を読み、
課題を把握す
る

きちんと把握して
おり内容も正確

ほぼ把握してい
る

不十分である
改善の余地が多
い

参加していない
全くできていない

予想の質 自分の予想を
立てる

理由も含めてき
ちんとした予想
が立てられた

一応予想してい
る 根拠を十分
示していない

予想の意味を把
握しないため不
十分である

予想を全く立て
ていない 学習
に参加しない

学習活動
の質

グループで活
動する

主体的に取り組
み協働意識も高
い

自分の考えはあ
るが、やや周りに
迎合しがち

学習活動の質が
自他ともに不十
分

学習活動に参加
せず、全く取り組
んでいない

作品の質 自己評価・相
互評価・教師
評価・第三者
評価

すばらしい作品
であり、発表内
容も説得的で優
れている

一定水準の作品
はできたが、まだ
改善の余地はあ
る

作品の質が今ひ
とつであり、一層
の努力や工夫が
必要

作品を提出して
いない、あるいは
提出日に間に合
わない



ポートフォリオ評価



サスティナブルな教育を目指して
とりあえず、国際的な指標を重視

• OECD Education

https://www.oecd.org/education/

• OECD Online Education Database

https://www.oecd.org/education/database.htm

・OECD Japan

https://www.oecd.org/japan/

・Pisa Programme for International Student Assessment

http://www.oecd.org/pisa/

・母語の強化 英語及び外国語（母語以外の言語）との付き合い方 ポケト
ーク等の活用 https://pocketalk.jp/
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PISA 2018: How are students doing? Andreas Schleicher highlights key findings from PISA 2018 – the test the 
whole world can take. 解説ビデオ
https://www.youtube.com/watch?time_continue=86&v=btPwIxLiPV8&feature=emb_logo

Pisa 調査が示すもの

https://www.youtube.com/watch?time_continue=86&v=btPwIxLiPV8&feature=emb_logo
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https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2018/01_point.pdf
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PISA調査結果を踏まえた文部科学省の施策

56

文部科学省において、PISA調査結果における各課題に対応した新学習指導要領を着実に実施するとともに、

各種施策を推進し、教育委員会・学校・教職員の取組を支援

（１）主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善の実現

（２）読解力等の言語能力の確実な育成

①小中高等学校を通じた国語科における指導の充実

・文章を正確に理解するために必要な語彙、情報の扱い方の確実な定着（辞書や事典の活用等）。

・「読むこと」の指導における㋐文章の構成や論理の展開、表現の仕方を捉え内容を解釈すること、㋑文章と図表の関係を踏まえて 内容を理解すること、㋒

文章を読んで理解したことに基づいて自分の考えをもち表現することの重視。

・多様な文章を読んで考えたことを話し合ったり、文章にまとめたりするなどの言語活動の重視。

②言語能力の育成に向けたカリキュラム・マネジメントの充実

・グラフや図表を読む、実用的な文章（新聞や広報誌等）に触れる等の機会の充実や各教科等の学習を支える語彙の確実な習得

（辞書や事典の活用等）のための各教科等の特質に応じた言語活動等の充実。

・総合的な学習（探究）の時間や理数探究等における論文、レポート等を重視した言語活動の充実。

・朝の読書活動等による読書習慣の定着や学校図書館の整備・活用等の言語環境の整備。

（３）情報活用能力の確実な育成

（４）理数教育の充実

（５）全国学力・学習状況調査も活用した指導の充実

２．学校のICT環境整備の加速化に向けた取組の推進

３．全児童生徒の教育機会の確保によるセーフティネットの構築

１．PISA調査結果における各課題に対応した新学習指導要領の実施

「ＯＥＣＤ 生徒の学習到達度調査2018年調査（ＰＩＳＡ2018）のポイント」（令和元年12月文部科学省・国立教育政策研究所）より一部抜粋



OECD生徒の学習到達度調査（PISA）等
• 国立教育政策研究所

https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/index.html

• 教育課程研究センター 教育課程研究指定校事業
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shiteikou.html

• 教育課程研究センター 指導資料・事例集
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html

• 国際バカロレア（IB） MYP (Middle Years Programme) 

https://ibconsortium.mext.go.jp/about-ib/myp/

• 読解力育成プログラム関連 言語力育成協力者会議 三森委員
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/036/shi

ryo/attach/1399588.htm

•
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これからの英語学習について competency できる力
• 英語情報Web （英語検定協会）https://eigojoho.eiken.or.jp/

• 小学校英語教育について なるほど！小学校外国語 直山視学官の話

• https://www.youtube.com/watch?v=O2TrA1K8E64&ab_channel=%E6%96%87%E9

%83%A8%E7%A7%91%E5%AD%A6%E7%9C%81%2Fmextchannel

• 中学校英語教育について 山田調査官

第一弾 https://eigojoho.eiken.or.jp/blog/20200710-04

第二弾 https://eigojoho.eiken.or.jp/blog/20200710-05

第三弾 https://eigojoho.eiken.or.jp/blog/20200710-06

第四弾 https://eigojoho.eiken.or.jp/blog/20200710-07

第五弾 https://eigojoho.eiken.or.jp/blog/20200710-08

参考資料 https://www.youtube.com/watch?v=vWOrb1ffu7k&ab_channel=Kendra%27sLanguageSchool
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読解力と思考力・判断力・表現力の関連
• 読解力とは？

• Reading 音読・速読・多読・精読。探読（探
究的・研究的読書）積読

• Literacy     読み書き能力

• 多様化するliteracy

• ICT（IT）操作

• メディア操作（media literacy）

• 絵本・漫画・アニメ・動画⇒読書？

• 映画化・動画化・脚本化

• 読み取り⇒行為（料理のレシピ）

• マニュアル理解⇒操作（組み立て）

• 留意事項読解⇒契約

• 法律⇒規範 罰則・行為許可

• 思考・判断・表現（・行為）
• 分析・比較・統合
• 個別・一般・普遍
• 主観・客観 主体・客体
• 抽象・具体・具現
• 帰納・演繹
• 概念化・対象化・一般化・個別化
• 理論・論理・根拠・原因
• 仮説・検証
• 批判的・創造的・水平的
• メタ認知 ラディカル思考
• クリティカル（批評的・吟味的）
• 比喩（暗喩隠喩・明喩直喩)

• 多角的・多面的・多層的・多重的



読解力⇒リテラシー １０の力

1. 概要や要点をつかむ力：話や本、文書などの大まかな内容や要点などが分かる

2. 文章を要約する力：話や本、文章などを目的に応じて指定の分量で短くまとめる

3. 必要な部分を引用する力：目的に応じ、文章の一部や文、節、語句などを用いる

4. 絵や写真等を活かす力：目的や本文との関連で、絵や写真等を位置づけ、活かす

5. 調べる力：本や資料、人との取材などから、必要な内容を見つけ、整理しまとめる

6. 複数の文章を比較する力：複数のテキストを読み比べ、同異や特徴などを把握する

7. 意見や考えを発表する力：自分の意見や考えを発表し、それらを再構成する

8. 吟味し評価する力：内容や数値の客観性・正当性、表現の特性や効果を把握する

9. 図表を読み取る力：目的に応じ、図・写真・絵・表・グラフから情報を取り出す

10.図解する力：読み取った内容を目的に応じて図表その他で効果的に相手に伝える

※ 国語科だけではなく、全教科に渡って意識する内容及びスキルとしてのliteracy



リテラシー（literacy）育成の方策 10点
①日常的に読書をする（図書館活用・読書推進・読書活動啓発実施）

②学校のベクトルを読解力（リテラシー）に焦点化する

③学習内容を家庭や地域に示す 報告・発表・啓発の場を設ける

④読み聞かせ・範読・音読・多読・積読・速読・メモ・感想・記録の継続

⑤教科学習で先に示した10のliteracyを意識して取り組む

⑥教科学習で課題発見・調査探究・自発的自律学習を実践する

⑦好みの本・資料・メディア・インターネット情報にアクセスし報告する

⑧書籍・資料・漫画・映画・動画・人から学ぶことにレスポンスする

⑨ 「場と経験」で能力は系統的に高まることを自覚する、自覚させる

⑩ ITを活用した学びを導入する デジタル・AIの効果的活用を図る
56



学習活動とliteracy

5

7

深い学び

相手との関係に関すること

10分作文

発表

ドリル

教え合い・学び合い

対象に関すること

レポート作成

反復学習

自分に関すること

企画

会話

スピーチ

読書感想文

ブックトーク

作品鑑賞

他教科との結びつき

表現の工夫

読書

アイディアを練る

教材との対話

応用・転化

ペアワーク

他者評価
日常生活に活かす

計画・ＰＤＣＡサイクル

実習 練習

ノート作成

意見交換

読書活動

創作・演出・制作

ディベート

小論文・随筆・小説・詩など 作品づくり

編集

ビブリオバトル

調査活動

模擬・ロールプレイ
文章化

問題や課題発見・予想

作図・図表化



リテラシー育成の事例掲載の本
• これならできる！楽しい読書活動（学事出版 2015年４版）

• これならできる！図書を活用した楽しい学習活動（同 2017年）

• 主体的・対話的で深い学びを促す中学校・高校国語科の授業デザイ
ン アクティブ・ラーニングの理論と実践（学文社 2016年）

• 主な内容 アニマシオン、ビブリオバトル、ブックトーク、図書館ノート、絵本づく
り、クリティカル・リーディング、朝読書活用、デジタル読書、学校外読書（家読）、
みんなで本屋さん、本からの挑戦状、書評座談会、学級文庫、全校一斉新聞読
書・感想文、読書記録、学校経営、学校図書館、教科での探究的な学び、読み
聞かせ、情報活用能力、公立図書館連携、小中連携、読書活動推進計画、協
働的な学び、アクティブ・ラーニング、オーセンティックな学び、マルチメディア活
用、動画活用、ジグソー法、ワークショップ型授業、セッション型授業、学びの技
法、シンキング・ツール（グラフィック・オーガナイザー）
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「主体的・対話的で深い学び」
と読書・読書活動の関係

59

http://gakuji.co.jp/book/978-4-

7619-2111-8.html

読書活動の意義や役割、その可能性を考えてみようとする
先生方に、どの教科の授業でも、どの教科の教員でもすぐ
に手軽にできる読書活動や、授業の中で取り組める効果的
な読書活動、読書指導を具体的に示す事例集。３刷決定

小学校の各教科、道徳、総合的な学習の時間、外国語活動
で図書を活用した学習の先進的な実践事例集。単元指導計
画、ワークシート例も豊富に掲載。楽しく・無理なく授業に読
書を取り入れられます。

http://www.gakuji.co.jp/book/978-4-7619-

2328-0.html

読書及び読書活動は、

主体的・対話的で深い
学び である！



主体的・対話的で深い学びを促す中学校・高校国語科の
授業デザイン アクティブ・ラーニングの理論と実践

http://www.gakubunsha.com/book/b252991.html

60

中教審答申に示された「主体的・
対話的で深い学び」、 いわゆる「
アクティブ・ラーニング」を取り入
れた中学校・高校の国語科はど
のように授業すればよいのか。
その理論と方法を研究者が解説
し、それらと関連づけてデザインし
た授業に取り組む教師がその実
践内容を具体的に示しながら指
導計画・展開例、評価規準等を丁
寧に著した必読書。

http://www.gakubunsha.com/book/b252991.html


社会に開かれた教育課程https://manabi-mirai.mext.go.jp/torikumi/pdca.pdf

61

学校と地域で創る学びの未来 地域と学校の連携と協働 https://manabi-mirai.mext.go.jp/torikumi/chiiki-gakko/

https://manabi-mirai.mext.go.jp/torikumi/pdca.pdf
https://manabi-mirai.mext.go.jp/torikumi/chiiki-gakko/




Before Covid-19（起）
演習・対話中心の学習

アクティブ・ラーニング（「主体的・対話
的で深い学び」）

「３密」の学び

After Covid-19 （結）
ZoomとYouTube等での発信
ハイブリット学習（リアルとネット）
コンテンツの重視（副教材開発）

（新たな「主体的・対話的で深い学び」
の開発と探究へ）

新たな「３密」へ

With Covid-19（転）
Zoom等の活用（双方向）

アクティブ・ラーニング的（可能な「主体
的・対話的で深い学び」の探究へ）
コンテンツの課題

「３密」への対応

Attack Covid-19 （承）
YouTube等での発信
一方通行の学習

課題の問題（非主体的・反対話的・没
深い学び）

「３密」の排除

コロナ Covid-19をめぐる教育

常に大人社会の影響下にある子どもこそが当事者！



（一社）教育デザイン研究所
新宿区四谷１－１８高山ビル3F-B(JR/地下鉄四ツ谷駅徒歩3分)

℡03-5３４１-４２２７Fax 03-4332-2338

リアルとオンラインによるハイブリットな学びの追求

★非常勤講師を正規教員に！（オンラインでの教員採用試験対策講座実施）

★表現・創作型の英語・国語・数学・プログラミング等の言語・記号学習

大型タッチスクリーンによるハイブリットスタジオ/on-line共有会議室（導入予定）

https://educational-design.jimdo.com/
事務局： yoshidak13@edri.tokyo 個人：yoshidak13@goo.jp
玉川大学教師教育リサーチセンター

東京都町田市玉川学園6-1-1 ℡042-739-8116 Fax：042-739-8857
東京都地域学校協働推進事業推進員

狛江市地域学校協働活動推進事業統括コーディネーター

町田市社会教育委員の会議長／町田市生涯学習審議会会長

日本大学文理学部教育学科非常勤講師
64

ご協力、ありがとうございました。

https://educational-design.jimdo.com/
mailto:yoshidak13@goo.jp
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悩み多き教師の皆様に寄り添う本
教師らしいストイックな堅さは、諸刃の剣。堅いだけでは、
壊れてしまう! ストレスを溜めない、悩まない! 人とつながる
「教師」のための処世術!

教師である自分を、あなたがどう思うかが一番大事! 自分を
もっと好きになるノウハウ満載!

東洋館出版 2013年3月発行
現在４刷
定価 1,944円（税込）
http://www.toyokan.co.jp/book/b107891.html

より良い学校経営と人財育成のための本
教員の「多忙感」を解消する学校経営、すなわちプロジェ
クト型経営を提案します。教員が仕事しやすい組織、教
員のやる気を引き出すコーチングを通して、学校全体の
パフォーマンスを高めます。そのプロセスで、教員間の「
人間関係」をスムーズにし、教員の「多忙感」を解消しま
す。

東洋館出版 2015年2月発行 現在４刷
定価 2,160円（税込）
http://www.toyokan.co.jp/book/b193953.html

http://www.toyokan.co.jp/book/b107891.html
http://www.toyokan.co.jp/book/b193953.html


2017～18年にかけて、月刊「プリンシパル」に実際
の事例に基づき連載した、「校長のためのコミュニケ
ーション・ストラテジー 校長の会話力で学校が変わ
る（2017年度）、校長の会話力で学校が活きる（
2018年度）を編集し直して発行したものです。

吉田和夫 著
四六判 192ページ 定価（本体1,800円＋
税）
ISBN978-4-7619-2579-6

教職員や児童・生徒、保護者や地域に校
長の教育理念を伝え浸透させ、めざす学
校づくりを実現するためには、コミュニケー
ション力が最も重要。具体的な事例を取り
上げ、コミュニケーション力を高める基本的
な考え方や方策を示す。

はじめに

第１章 なぜいまコミュニケーション力が大事なのか

第２章 教職員とのコミュニケーションがうまくいく方法
１ 職員室の雰囲気が悪い 【事例１】やる気のないベテラン教員
２ 明るい職員室が生き生きとした児童・生徒を育む 【事例２】現任校に不満をもつ教諭

３ 校長の言葉かけと教員の指導 【事例３】地域同士の反目が生徒に影響
４ チーム学校を目指して 【事例４】教職員や児童・生徒とうまくいかない
５ チーム学校とは言うけれど 【事例５】自分のやり方を押し通す事務主事
６ 教職員間での立場の違いが生む意見対立 【事例６】学校司書と国語科教諭の対立
７ 多忙な教師をおそう「うつ病」への対応 【事例７】前任校での「うつ」を知らされず転任

第３章 児童・生徒とのコミュニケーションがうまくいく方法
１ 児童会・生徒会・委員会役員などとの対話 【事例８】生徒の自主性・自律性を生かした学校づくり
２ 不登校やいじめ被害の児童・生徒への対応 【事例９】いじめが原因の不登校
３ 課題のある児童・生徒への対応 【事例10】次第に欠席が増えていく生徒
４ 特別な支援を要する児童・生徒への対応 【事例11】介助が必要な２人の児童
５ うつ病の可能性がある児童・生徒への対応 【事例12】落ち込むことが多くなった児童

第４章 保護者・地域とのコミュニケーションがうまくいく方法
１ 学校への不信・不満をもつ保護者への対応 【事例13】担任に対する保護者の不満
２ クレームの多い保護者への対応 【事例14】クレーマーと言われる保護者の背景
３ ＰＴＡなど学校支援組織の保護者への対応 【事例15】行き詰まるＰＴＡ運営
４ 学校運営協議会委員など地域の方への対応 【事例16】コミュニケーションに問題がある教頭
５ 課題のある地域住民への対応 【事例17】騒音被害を訴える学校近隣住民

５章 教育委員会・関係諸機関とのコミュニケーションがうまくいく方法
１ 学校行事に関する教育委員会との調整 【事例18】創立周年行事をめぐる学校と教育委員会の対立
２ 人員配置に関する教育委員会との対応 【事例19】人事異動の影響
３ 教育委員会担当指導主事及び担当者への対応 【事例20】教育委員会との対応に問題がある教頭
４ 教育委員会指導課（室）以外の関係者への対応 【事例21】プライベートで議員に話した内容が公に
５ 関係諸機関との対応 【事例22】図書館とのタイアップのつもりが・・・

コミュニケーション・ストラテジーの提案
http://www.gakuji.co.jp/

book/978-4-7619-2579-

6.html

http://www.gakuji.co.jp/book/978-4-7619-2579-6.html


67http://social-edus.net/20177repprog/

学校と社会教育を結ぶコンテンツとしての
言語としてのプログラミング学習

プログラミングは国語や英語と同じ「言語」だ
ということです。いわば、機械を操作し、動か
すための言語ということです。

国語教育では、「順序立てて考える力」、「感
じたり想像したりする力」、「伝え合う力」など
が求められていますが、まさに、プログラミン
グ学習もそれが求められることになります。
小学校でのプログラミング教育は、このような
広い意味での「ことばの力」をはぐくむものだ
と言えます。

中学校、高校、大学でのプログラミング教育
はより専門的かつ工学的なものになるのです
が、小学校で求められるプログラミング学習
は各教科で行われる「ことばの力」を育成し、
それぞれの教科の内容を補充するツール（道
具）として機能します。
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「社会に開かれた教育課程」を実現する学校づくり―
具体化のためのテーマ別実践事例15 2018/12/12

学事出版発行
稲井達也 (著, 編集), 伊東哲 (著, 編集), 吉田和
夫 (著, 編集),

貝ノ瀬滋 (監修)

テーマ別に15の実践事例を収録。

新学習指導要領を具体化するカリ
キュラム・マネジメントの必携書。
【教育課程/小・中学校管理職対象】

http://www.gakuji.co.jp/book/978-4-7619-2521-5.html 68
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効果的な研修会のた
めのＤＶＤ教材
大津市のいじめ自殺をきっか
けに再びクローズアップされて
いるいじめ問題。いじめに発
展しやすいサインの見つけ方
、兆候があった際の対応法を
映像で解説。

【小・中・高校管理職・教職員
研修用】
●DVD31分 手引書、研修用
ワークシート付き
学事出版（2014/１２/１５）

急速に普及するスマホ・ネットに関連しての子ども達のトラブルが
増加しているが、教師や保護者は知らないことが多い。知っておく
べき知識、予防、対応を映像で解説。
【小・中・高校管理職・教職員研修用】
学事出版（2015/12/15）
●DVD31分
手引書、研修用ワークシート付き
学事出版 (2014/12/15)

心を病み休職、さらには
退職に至る教職員は年
々増加している。本人や
周囲が不調のサインに
早期に気づき、対応す
るためのポイントを映像
でわかりやすく解説。

【小・中・高校管理職・教
職員研修用】
●DVD31分

手引書、研修用ワーク
シート付き
学事出版（2014/12・15）

３巻とも、全て定価 12,960円（税込）

http://www.gakuji.co

.jp/book/978-4-

7619-2085-2.html

見本動画あり！
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http://www.gakuji.co.jp/book/978-4-7619-2085-2.html


教員養成と教育実習・教員採用試験

玉川大学教師教育リサーチセンター著
2020年12月 時事通信社発行
定価：2200円＋消費税

ISBN：978-4-7887-1713ｰ8

玉川大学教師教育リサーチセンター (編)

2020年12月 時事通信社発行
定価：2000円＋消費税

ISBN：978-4-7887-１６93ｰ3
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新しい「ラーニング・コミュニテ
ィをみんなで創ろう」で連載中

学事出版 発行
http://www.gakuji.co.jp/magazine/principal/index.html

日本青年館 発行
http://social-edu.com/

現在、月刊誌３誌にコラムを連載中！

7

4月より「学校の理不尽について」
両誌に同時連載中！

http://www.gakuji.co.jp/magazine/principal/index.html

